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52022年11月11日 衆議院厚生労働委員会山井和則（立憲） 配付資料
出所：厚生労働省twitter

出所：Yahoo!ニュースによる毎日新聞2022/11/7配信



62022年11月11日 衆議院厚生労働委員会山井和則（立憲） 配付資料

出所：立憲民主党「統一教会国対ヒアリング」
（2022/11/7）配付資料

夏野なな（仮名）３０代 女性 東京在住
本日はお話する機会をいただきありがとうございます。
この問題には超党派で対応していただきたいと思っております。

私は元エホバの証人３世です。
両親、父方の祖父母、母方の祖母、叔母がエホバの証人の信者という家
庭に生まれました。
２歳までは両親、母方の祖母との３人で暮らし、２歳で両親が別居する
ことになってからは、父方の祖父母、父、叔母と５歳まで暮らしました。
小学校入学に伴い、父、叔母と３人で別の市に引っ越して生活していま
したが、１０歳のときに叔母が出て行き、父と二人暮らしになりました。
その後中学に入り、私が家出を繰り返すなど父一人で対応しきれなく
なったため、祖父母を呼び寄せ、叔母も呼び戻して再び５人で暮らしま
した。

２歳までの記憶はないので、叔母や祖母から伝え聞いた話になりますが、
母も当時から体罰を伴う厳しい躾をしていたそうです。

３歳で祖父母の家に移ってからは自分の記憶がありますが、当時週三回
の集会に出席することを強制されていました。
集会というのは、講義のように一方的に宗教の教義を聞いて、勉強する
会で、日曜日の9時半から11時半、火曜日の19時から20時、木曜日の19
時から20時45分まで毎週開催されていました。
集会が終わってからも信者同士の雑談が長く、特に夜は帰宅が23時にな
ることもしょっちゅうでした。

その他にも大会というものがあり、長期休みの期間に長いもので3日間
にわたり、遠方の大会ホールという施設に集まり、朝から夕方まで同じ
ように講義を受けるというものもありました。

集会中や大会中に声を出したり、真面目に話を聞いていなかった、居眠
りをした、手遊びをした、ノートに落書きをしたなどがあると、トイレ
に連れていかれ、鞭をされます。

鞭というと、みなさんなかなかイメージがわかないと思いますので、詳
しく説明させていただくと、まず下着をとられお尻をだした状態で叩か
れるというもので、我が家の場合はごく小さいうちは平手、その後は父
親の皮ベルトでした。
同じ組織の信者同士の間で、何を使えば子供に効率的にダメージを与え
られるかという話し合いが日常的になされていました。
ですからこれは決して一家庭としての問題ではなく、組織的に体罰が推
奨されていたということを意味します。
ガスホースや布団叩きや竹の物差しなどで叩かれている子供もいました。
鞭の回数などですが、うちの場合は決まっておらず、親の気がすむまで
でした。
皮膚も裂けてミミズ腫れになるので、座ることやお風呂に入るのが地獄
でした。

わたしは、悪い影響を受けるからと、保育園や幼稚園にも行かせてもら
えませんでした。
物心ついたときから毎日布教活動や教義の勉強をして過ごしました。
布教活動の最中は喉が渇いても水も飲めず、転んで出血して泣いても終
わりの時間まで歩かされ続けました。

アニメや漫画やゲームなどの娯楽は全て禁止されていたので、聖書やも
のみの塔聖書冊子協会の出版物や新聞を読んでいました。

また、クリスマスや誕生日、七夕や雛祭り、お正月やお盆などありとあ
らゆるイベントが禁止されているので、宗教一色の幼少時代を過ごしま
した。

小学校に上がってからも、幼稚園に行っていないので友達もおらず、ま
た幼稚園で覚える歌や遊びのルールも何一つ知らず、アニメやゲームも
禁止されているため、共通の話題がなく友達作りには大変苦労しました。
また、国歌、校歌の斉唱、国旗掲揚、盆踊り、騎馬戦、お誕生日会、短
冊に願い事を書くなど様々な禁止事項があるため参加できず、クラスメ
イトから奇異の目で見られることも辛かったです。
そもそも同じ宗教に属していない友達と親しくすることは、よくないと
ずっと言われていました。

また、それらに参加しないのは自分の意思であり、信仰に基づくもので
あると毎年担任教師に自分で話をしなければなりませんでしたが、それ
らはすべて強制されたもであり、自分の意思ではありません。
これは子供の信教の自由を著しく侵害しています。

毎日何の楽しみもなく過ごしていました。

たまにエホバの証人ではない親戚がくれるお年玉などは全て没収され、
月に１０円しかもらえないお小遣いも『どうすればいいかわかるよね』
と言われ寄付していました。

小学校高学年の頃に叔母がある日起きたら突然消えていたため、母親代
わりがいなくなり、また父は宗教のことにしか興味がなかったので精神
状態や生活環境がさらに悪化して行きました。
鞭に性的な羞恥心も覚えるようになり、毎日いつ自殺しようか、本気で
悩んでいました。

当時団地の５階に住んでいたので毎日ベランダから下を見て、ここから
飛び降りれば死ねるかどうか考えていましたが、実際に飛び降りる勇気
がありませんでした。
これに関しては私は今でもあの時飛び降りていればよかったと思ってい
ます。

私は当時士業を志しており、学力も十分と言われたので中学受験をした
かったのですが、宗教活動に割く時間が減るからと許してもらえません
でした。
そもそもエホバの証人の子供が大学まに進学することは推奨されておら
ず、非常に稀です。
親の信仰の度合いにもよりますが、中学か、よくて高校卒業後は、パー
トタイムの仕事をしながら、宗教活動に励むことが強く求められていま
す。

中学校に上がり、親に内緒で先輩とお付き合いするようになりましたが、
それもばれて『不道徳だ』と言われ邪魔されて、家出をしましたが、警
察に捜索願いを出され何度も連れ戻されました。
警察でも鞭や体罰含め全てお話しましたが、児相に繋いだり保護される
こともありませんでした。
虐待防止法の施行後、２００１年の話です。

最終的に私は暴力に訴え家出を完遂したのですが、中学生で一人で生き
ていくのはまた宗教とは違う地獄でした。
本題には関係ないので多くは語りませんが、家に帰れない女子中学生に
群がるのがどういう類の大人かはみなさんも想像に難くないでしょう。

私が今発言する理由ですが、同じ境遇の子供たちを救いたいという思い
からです。
顔出しで発言しているのは、エホバの証人という団体名が報道されない
ことに疑問を感じているからです。
今日こちらにオンラインで参加されている団作さんも、会見などで沢山
お話しされているにも関わらず、全くと言っていいほど報道されていま
せん。
鞭による体罰は減少傾向にあるとはいえ、教義に変更はなく、また体罰
についても正式な謝罪や方針の転換などは発表されていません。
今この瞬間にも多くの子どもたちが信教の自由を侵害され、不条理な教
義に苦しんでいるのにも関わらずです。
鞭という数十年続いた組織的な残虐行為の推奨すら、何ら謝罪、反省、
再発防止策を取っていない組織に、今さら子供の権利を尊重する文化が
あると思われますか？
そんなはずはありません。

実際に被害を受けている子供たちには発信する手段がありません。
衣食住を握られているからです。

私たち過去に被害を受けた者が未来ある子供のため発信していくしかな
いのです。

私が国に望むことは、子供が親に信仰を強制されずに済むこと。
子供の学ぶ機会が奪われないこと。
具体的には、高校も大学も本人が望むのであれば、家庭の事情に関わら
ず、進学できるようにすること。
就職や進学の際に親に進路を強制されずに済むようにすること。
また残念ながらこれまでそういった機会をえられず成人してしまった２
世、３世の人たちに学び直す機会が与えられること。
この３点です。

最後に、今回この場で発言する機会をくださった方々、並びにご出席く
ださいました皆様に感謝の気持ちを述べさせていただいて終わりにした
いと思います。
ご清聴頂きありがとうございました。
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122022年11月11日 衆議院厚生労働委員会山井和則（立憲） 配付資料
出所：高橋みゆきさん、小川さゆりさん（いずれも仮名）提供資料



132022年11月11日 衆議院厚生労働委員会山井和則（立憲） 配付資料

出所：高橋みゆきさん、小川さゆりさん（いずれも仮名）提供資料

出所：毎日新聞ニュースサイト 2022/10/27配信



142022年11月11日 衆議院厚生労働委員会山井和則（立憲） 配付資料

出所：TBS NEWS DIG 毎日放送 2022/10/27配信
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162022年11月11日 衆議院厚生労働委員会山井和則（立憲） 配付資料

出所：厚生労働省HP

出所：厚生労働省資料

出所：小川さんのご了解を得て、小川さん提供資料および写真より山井事務所作成



172022年11月11日 衆議院厚生労働委員会山井和則（立憲） 配付資料

出所：朝日新聞デジタル 2022/11/1配信

出所：Yahoo!ニュース 毎日新聞 2022/11/1配信

出所：NHK NEWS WEB 2022/11/1配信



1. 高額献金や子どもに金をかけないという教義により、子どもの時、服を買ってもらえない、散髪
に行かせてもらえない。見た目の貧しさからいじめにあった。これらは、虐待にあたるか。

2. 子どもの時に、あなたは神の子だから、他のサタンの子どもと付き合わないように言われ、交
友関係を制限され、そのため孤立していじめられる。テレビ、マンガはサタンが製作しているの
で、禁止され、そのためクラスメートの会話に加われず、不登校になったケースがある。このよ
うな宗教の教義による交友制限は、虐待にあたるか。

3. 高校時代のアルバイトの給料を200万円没収され、その時期に親は多額を教団に献金。子ど
ものアルバイト代の没収は、虐待にあたるか。

4. 貧困が原因ではなく、多額献金により、生活苦になり、進学を断念せざるを得ない事例がある。
これは虐待にあたるか。

5. 結婚前の恋愛禁止、結婚は信者同士、という宗教がある。高校生が、彼氏ができたら地獄に
落ちる、と脅され、無理矢理別れさせられた。婚前の恋愛は、家族みんなが地獄に落ちる教え。
成人してからの恋愛や結婚に支障が出る場合がある。これらは、虐待にあたるか。

6. 以下の行為は児童虐待にあたるか。①鞭打ち、②数日間一切食事をさせない、③恋愛禁止、
④大学進学禁止、⑤アルバイト代の没収、⑥高額献金や子どもにお金をかけない教義により、
服を買わない、⑦サタンとは付き合わないようにとの教義から、交友関係の制限、⑧テレビや
マンガの禁止、⑨輸血禁止

182022年11月11日 衆議院厚生労働委員会山井和則（立憲） 配付資料

出所：本質疑の質問通告より抜粋の上で山井事務所作成

虐待が心配される行為の事例


